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〔原著論文〕
地方大学の日本人大学院生の大学生活における意識変容の語りー質的調査の観点からー
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Naomi Tsunematsu (International Center, Hiroshima University) 
Abstract: 
百世sarticle examines how consciousness of Japanese graduate s加dentshas been influenced and回nsformed
由roughuniversity education in a provincial university. University peri吋 isa凶 isition由nefor s加dents白
戸叩are血emselves加 goout加血ereal world, by s伺印刷ngfor血eirlife path and finding仕1eway加 makea 
difer四回inthe world For gradua匂studentsit is the time to end也eirmoratorium p出od,and their search for 
血eway to connect what也eyhave learned出 a伊 duatestudent with their fu旬開careerbecomes one of the most 
impo由ntthem邸血也eirliv1回.In血eirsearch for血eir白加recar田 ζ伊 duate副.identsare seriously田archingfor 
the m白血ngof也世田町ersity吋ucation. By conduc也igsemi-structured in町viewwi也 g吋uates加dentsin 
various fields, I shal examine the factors which have influenced and回ns品innedconsciousness of g吋凶te
students. I have at民mp鉛d加問V回1‘s旬dents’realvoices’，by using quali匂tiver回ear℃hme血od.


















































































































































大学院 修士1年 修士2年 博士1年 博士2年 博士3年 博士5年 女性合計舞犠合計
総合科学研究科 女性 。 。 。 。 2 
揮性 。 。 。 。 。 。 ' 
教育学研究科 tえ性 3 2 1 。 1 。 7 
島韓 7 2 2 。 1 1 明
間際協力研究科 女性 。 。 。 。 。 。 。
努韓 。 1 。 。 。 。
°＇学研究科 k位 。 1 。 。 。 。 1 
！≫性 。 。 。 。 ト ロ～ぃ急
’t物園科ザ研究科 女性 。 1 。 。 。 。 、
須佐 。 。 。 。 。
先端科学研究科 k性 1 。 。 。 。 。 1 
薦候 。 2 。 。 。 。 2 






















































































































































学生 No. ID. 学年 インタビュー ・デー タ 項目 No. 要約 意識変容に関するコード
広島にきてよかった。バイトで、昔の武勇伝。そ アルバイトによる多様な社会人と アルバイト体験による幅広









5 005工学 M2 性がそうなっているが
、ニー ズ、視覚障害者の 12 その研究による人への支援につ 研究の意義と人戸崎貢献






































001 Ml 8月。＊＊すごい悩んだ。実際に一般就職を前 ず、あまり考えず大学院進学を
就職活動の失敗による大













































































アルバイト体肢による幅広い人々 の人生の盟陣 1 アルバイトによる幅広い人々 の人生の学び
実務量学生が体．貧する喝の提供の要量 42 大学での実務経載の輔の要望
自分と遭う世界の社会人の置を聞〈置要性 25 多様な経蹟豊富な人々 と仕事について学ぶ要望
祉会人との出会いによる世界織の広がり 33 祉会人企の出会いによる彫曹
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